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はじめに 

 

 鳥取県教育委員会では、令和６年３月１６日に「令和新時代の県立高等学校教育の在り方に関する基

本方針（令和８年度～令和 17 年度）」（以下「基本方針」という。）を策定しました。基本方針は、生徒

の学びを第一に考え、本県県立高等学校（以下「高校」という。）が中学生にとって魅力があり、期待に

応えていく存在であり続けることが最も重要だという考えのもと、高校が、将来の人生設計を描き、自

分らしい生き方の実現に向けた魅力ある学び場であるために、社会の変化、県民や地元産業界のニーズ、

また教育における不易と流行を見定めながら、多様化する生徒の意向や目的を大切にした視点で策定し

ました。また、令和７年３月１５日には、基本方針の内容を具体化・明確化し、その実現を図るため、

「令和新時代の県立高等学校教育の在り方に関する基本計画＜前期＞（令和８年度～令和１２年度）」

（以下「基本計画」という。）を策定しました。基本計画は、生徒数の減少をはじめ、教育を取り巻く環

境の変化が激しいことから、令和８年度～令和 12 年度までを前期、令和 13 年度～令和 17 年度までを

後期とし、２期に分けて策定することとしています。 

 

このたび、基本計画に示す方向性を実現させるため、各高校が今後取り組んでいく特色ある教育活動
を「令和新時代の県立高等学校教育実施計画＜前期＞（令和９年４月１日実施分）」として策定しまし
た。 
 

 平成元年（1989 年）以降の本県中学校卒業者数は平成元年３月の 9,657 人をピークに減少傾向で、令

和７年３月には 4,892 人と約半減しています。今後の推計はさらに厳しく、基本方針最終年度の令和 17

年３月には 4,051 人、その後も継続してさらなる減少が見込まれ、令和６年度に産まれた子どもたちが

高校に入学する頃には 3,000 人程度になると推計されます。（令和７年５月１日時点推計） 

 

 このような中においても、多様化する生徒の学習ニーズに応え、個々の能力を最大限伸ばすための教

育課程の編成や学校行事等の質の向上を図り、教育効果を最も発揮できる特色ある高校である必要があ

ります。 

 

 引き続き、県立高校教育の振興への使命を強く認識し、高校や地域等と緊密に連携しながら、魅力と

活力ある学校づくりに全力で取り組んでまいります。 

 

 

令和８年２月 

鳥取県教育員会 
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第１章 基本方針（令和６年３月 16 日策定）の概要 

 

１ 基本方針策定の背景                                    

 

鳥取県教育委員会では、生徒一人一人の資質・能力を最大限に伸ばし、それぞれの夢や目標の実現

に向けた可能性を広げる高校教育をめざしています。 

令和６年３月 16 日に策定した基本方針は、今後の変化の激しい社会の中であっても、教育効果が

最大限発揮され、すべての生徒が満足できる本県ならではの高校教育を推し進めていくことが必要と

いう考えに基づいています。 

高校が、ウェルビーイングの向上を図るとともに将来の人生設計を描き、自分らしい生き方実現に

向けた、中学生にとって魅力があり、期待に応えていく学び場であり続けるために、社会の変化、県

民や地元産業界のニーズ、また教育における不易と流行を見定めながら、多様化する生徒の意向や目

的を大切にした視点で高校教育を改革していきます。 

 

（１）社会情勢の変化 

   DX1の進展により、情報流通の速度や質が飛躍的に向上していることで、コミュニケーション上

での地理的、心理的な制約が低減しています。まさに Society5.02が実現しつつある中で、さらに加

速するグローバル化への対応や、世界規模で生じている様々な課題解消のための SDGs3達成に向け

た活動など、それらを推進することのできる人材が求められてきます。 

変化が激しく、予測不能なこれからの社会において、その変化に対応し、自ら課題を発見し、解

決に向けて考え、取り組む力、新しい価値観を創造していく力を身に付ける学びへの変革が必要で

す。 

 

（２）教育ニーズの多様化 

   グローバル化や SNS の発展により、若者たちの人との関わり方や生活スタイルが変化している

中、多様化する生徒の学習ニーズや興味・関心、進路希望、また保護者や社会が求める教育ニーズ

に対応するため、教育活動の質の向上を図り、多彩な学びの形態を提供できる体制や環境づくりを

進めることなどにより、学びの幅を広げていくことが必要です。 

 

（３）中学校卒業者数の減少 

   前述したとおり、中学校卒業者数の減少が続く中で、結果として高校の小規模化が進んでいます。

その中においても、小規模のメリットと一定規模のメリットのバランスを踏まえつつ、教育効果を

最大限発揮できる適正な規模を維持しながら個々の能力を伸ばす特色ある学校づくりを進め、各高

校が生徒の期待に応えていく存在であり続けることが必要です。 
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２ 県立高校がめざす新しい姿                                 

 

 

  令和８年度～令和 17 年度の期間において、すべての高校が、生徒一人一人の夢や目標の実現に向

けた可能性を広げられるよう「社会とつながり 体験する 選択できる 新しい学び」を創造する学校

をめざします。 

 

■方針１：生徒一人一人の資質・能力や可能性を最大限伸ばす学びを推進します。 

（めざす生徒像） 

○課題を発見し、コミュニケーションをとおして協力しながら創造的に解決できる生徒 

○デジタル改革が進むこれからの時代に柔軟に対応できる生徒 

○自己の学びを評価、点検、コントロールしながら学び続けることができる生徒 

○多様性、協働性、寛容性を身に付け、異なる考えや価値観を尊重し共有できる生徒 

 

 

■方針２：将来の地域を支える人材を育てるふるさとキャリア教育を推進します。 

（めざす生徒像） 

○ふるさと鳥取への思いを持ち、将来どこに住んでいても鳥取県を誇りに思いながら、自分の暮らす

地域で活躍できる生徒 

○自立し、自分らしい生き方を実現できる生徒 

○魅力と活力あふれる「元気なふるさと鳥取」を創造し、支えていくことができる生徒 

 

 

■方針３：様々な現代的諸課題に対応し、鳥取県や日本、世界に貢献できる力を育成する学びを 

     推進します。 

（めざす生徒像） 

○持続可能な社会の創り手となるため、新たな価値観を創造できる生徒 

○豊かな国際感覚、人権感覚を備え、ダイバーシティに富んだ世の中で活躍できる生徒 

○鳥取県の豊かな資源や環境を活かし、地域や世界の持続的発展に寄与できる生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の夢や目標の実現に向けた可能性を広げるために 
「社会とつながり 体験する 選択できる 新しい学び」を創造します 
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３ 新しい姿の学校づくり（規模、配置等）                                  

 

■規模、配置等の考え方（前期・後期共通） 

 

○計画策定の際には、一定の科目選択が可能となる１学年あたり３学級以上を標準とするとともに、

中山間地域の高校は、地元自治体等地域との関わりを考慮した上で、地域における高校の役割が大

きい場合には１学年あたり２学級以下であっても小規模校として設置することとし、地元自治体等

地域と連携し、地域の特性を活かした魅力化の一層の推進や地域外からも生徒を呼び込むことので

きる特色あるカリキュラム編成、学習機会充実のための遠隔教育導入等の検討、学生寮等の安心し

て生活できる住環境の整備等を図ります。 

○東中⻄部地区にそれぞれ商業の分野、工業・情報の分野、農業・水産の分野、家庭・福祉の分野を

学べる高校を設置します。  

○本県ならではの資源を活かした特徴的な学科（コース）は県内１校のみであっても設置を継続し、

遠隔地からの入学者を受け入れられるよう、地元自治体等地域と連携し住環境の整備を図ります。  

○県立高校すべてを小規模化した場合、県立高校全体の活力低下が危惧されるため、一定の配慮が必

要であり、一定規模の高校を配置することを検討します。  

○特に専門学科と中山間地域の高校では、環境や学習内容を踏まえた柔軟な定員設定を検討します。  

○県立高校における少人数学級の実施について、その効果や財政負担を十分に検証し、慎重に検討を

進めます。  

○今後の中学校卒業者数の減少を踏まえ、県外生徒募集について全県立高校での導入を検討します。 

あわせて、地域と連携した住環境整備や各地区における寮の整備などについて、今後も検討を進め

ます。  

○専門学科の高校における専攻科の設置について調査・研究を行います。 

 

■前期再編の考え方 

 

各高校の特色化をより推進し、主に中山間地域の高校や地域における人材育成を図る専門高校に

ついての整理、再編などを検討し、より専門性を高度化します。 

①中学校卒業者数の減少を踏まえ、前期中に 240 人程度の募集定員減を目途に規模の適正化を図る

こととし、原則、学校数は維持したまま、学科の集約や学級減による整理、再編を進めます。 

②現基本方針における「小規模校の在り方に関する基準」を引き続き適用します。 

[小規模校の在り方に関する基準] 

■１学年あたり３学級の学校について 

 入学者数が、２年連続して募集定員の３分の２に満たない場合は、原則として、募集定員を１

学年２学級とする。ただし、この基準の適用に当たっては、県全体の学科の配置状況等を考慮

する。 

■１学年あたり２学級以下の学校について 

 入学者数が、２年連続して募集定員の２分の１に満たない場合は、特色ある取組の推進状況や

通学等にかかる地理的・経済的な家庭の負担等を踏まえ、分校化や再編、全国からの生徒募集

など新たな特色の設定等を選択肢とし、３年程度を目途に当該学校の在り方を検討する。 

■なお、人口減少社会の中で少子化対策や雇用の創出などに取り組んでいる本県の状況を踏ま

え、地域と連携した人材育成など小規模校ならではの特色ある取組を推進している学校につい

ては、その存続に最大限の努力を払う。 

③特に、中山間地域の高校は、地元自治体等地域との関わりを考慮した上で、地域における高校の

役割が大きい場合には、１学年あたり２学級以下の学校規模であっても小規模校として設置する

とともに、次の取組を実施します。 

  ・地域外から生徒を呼び込むことのできる特色あるカリキュラム編成を検討します。 

  ・地元自治体等と協力した学生寮等住環境の整備を図ります。 
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■後期再編の考え方 

 

前期の対応以降の社会情勢等の変化を踏まえて、東中⻄部地区の高校の整理、再編等により特

色ある新しい姿の学校の設置を検討します。あわせて、県立中高一貫校の設置などについても調

査・研究を行います。 

 

①中学校卒業者数の減少を踏まえ、後期中に 480 人程度の募集定員減を目途に規模の適正化を図

ることとし、高校の再編・統合を進めます。 

 規模の縮小を図る際には、前期期間中に、２年続けて１学級分の募集定員数を超える定員割れ

が生じた高校、学科を中心にその在り方を見直し、社会環境の変化等を踏まえた上で計画を策

定します。 

 

②普通科を加えた総合選択制高校の設置や、普通科において農業や商業などの専門科目を履修で

きるカリキュラム編成を検討します。 

 

なお、対象となる学校名を令和 10 年度中に公表、学科等の詳細を令和 11 年度中に公表する予定

ですが、状況の変化等に応じて計画の修正等を行うことも想定しています。 

 

 ※これらの方向性は、今後の中学校卒業者数の推移が現時点の推計どおりに進行するとともに、社

会情勢や国・県の施策等に大きな変更がない場合のものであり、想定と異なった状況が発生した

場合には、柔軟に方針を変更することも想定しています。 
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第２章 基本計画＜前期＞（令和８年度～令和 12 年度）（令和７年３月 15 日策定） 
の概要 

 

 

本計画は、中学生の入試動向、中学校卒業者数の推移が現時点の推計どおりに進行するとともに、社

会情勢や国・県の施策等に大きな変更がない場合のものであり、想定と異なった状況が発生した場合に

は計画を変更することも想定しています。 

 

１ 前期（令和８年度～令和 12 年度）基本計画の観点                              

 

（１）専門性の高度化 

  生徒一人一人の興味・関心・キャリア形成の方向性は多様化が進んでいます。その多様な生徒一人

一人に対応しながら能力を最大限に伸ばしていくためには、様々な学習ニーズに対応できる幅広い選

択肢を用意し、方向性や目的の変化にも柔軟に対応できる仕組みや、きめ細かな支援策を講じること

が必要です。  

高校において、将来にわたって魅力的で特色のある学びを展開するために、普通学科、総合学科、

専門学科の高校を設置しています。 

中でも専門学科については、商業、工業、情報、農業、水産、家庭、福祉といった学科を設置し、

地元産業界等と連携しながら、産業界のニーズを踏まえた人材育成を進めてきています。 

今後も地元産業界等との連携を継続して進めるとともに、社会で求められる知識・技術が高度化す

る中において、地域産業の担い手となるスペシャリストの育成や、最新の技術に対応し、挑戦できる

学びを推進していく必要があります。 

  現在、東部地区及び⻄部地区においては、工業学科を複数校に分散して設置していますが、施設・

設備を集約し、教職員を集中することで、より高い専門的な学びの場へ再編します。再編実施は令和

９年４月１日とします。 

 

[専門学科集約のメリット] 
・特に専門科目の教員確保は、近年より困難になっています。集約することで専門知識、技能を持

った教職員による教育を実施できます。 
・施設設備整備には一定の予算を要しますが、集約することで、集中的に投資できます。 
・集約することで、生徒が多様な意見に触れ、切磋琢磨する機会を設けることができます。 
[めざす教育] 
・DX を活用するより高度な技術の修得 
・ICT を用いた学びの充実 
・工業に限らず、データ利活用方法の学び 

 

 

■前期は、将来の鳥取県を支える人材育成をさらに推進するため、専門学科を整理
するとともに、より専門性を高度化します。 

 あわせて、各地区において規模の適正化を図り、それぞれの高校の魅力化を推進
します。 

■後期（令和 13 年度～令和 17 年度）において、新たに普通学科等を加えた総合選
択制高校の設置などを検討します。 
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（２）規模の適正化 

  平成元年（1989 年）以降の本県中学校卒業者数は、平成元年 3 月の 9,657 人をピークに減少傾向

が続いており、令和７年 3 月は 4,892 人とピーク時からおよそ半減しています（▲49.3%）。今後の推

計はさらに厳しく、基本計画最終年度の令和 17 年 3 月の中学校卒業者数は 4,051 人、さらにその後

も継続して減少が見込まれ、令和６年度に産まれた子どもたちが高校に入学する頃には 3,000 人程度

になると推計されます。（令和７年 5 月 1 日時点推計） 

 

平成 10 年 3 月に策定した高校教育改革基本計画に基づいた平成 10 年台前半の高校教育改革に

おいては、生徒数減少に対して大規模な再編を行い、全日制課程の高校数は平成 11 年度の 28 校か

ら平成 15 年度には 22 校となりました。以降 20 年以上、統合を行うことなく、学級減で対応して

きました。この中学校卒業者数の減少に対して、今後も学級減で対応していくと、学校の小規模化が

進みます。 

 

小規模の学校においては、生徒一人一人に目が届きやすく、きめ細かな指導ができるなどのメリッ

トがある一方、生徒が選択できる科目数が少なくなったり、多くの友人と切磋琢磨する機会をつくる

ことが難しかったりするなどのデメリットがあることから、教育目的や地域性、地理的環境等を考慮

した上で、教育効果が最大限発揮できる特色ある新しい姿の高校を設置するため、再編・統合も含め

て段階的に計画を策定します。 

 

標準的な学級規模について、多様化する生徒の学習ニーズに応え、個々の能力を最大限伸ばすため

の教育課程の編成や学校行事、部活動等における活力維持のためには一定の規模が必要であり、３学

級以上とします。ただし、すでに３学級を下回っている高校も存在し、その高校については、引き続

き地元自治体等地域との関わりを考慮した上で、地域における高校の役割が大きい場合には、教育目

的や地域性、地理的環境等を考慮した上で、教育効果が最大限発揮できる特色ある新しい姿の高校と

して、設置を検討します。 
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２ 前期（令和８年度～令和 12 年度）再編概要                              

  

基本方針に基づき、前期期間中に 240 人程度の募集定員減を目途に規模の適正化を図ります。 

 前期期間中の募集定員減を判断するにあたっては、２段階に分け、判断します。 

 

（１）専門性の高度化 

   施設・設備を集約し、教職員を集中することで、より専門性の高い教育をめざします。 

再編実施は令和９年４月１日とします。 

  ①鳥取湖陵高校の工業学科を鳥取工業高校に再編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②境港総合技術高校の工業学科の一部（電気電子科）を米子工業高校に再編 

※教職員配置等の激変緩和や施設設備の観点から、境港総合技術高校の工業学科（機械科）はひ

とまず維持します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 大学科 小学科（コース） 募集定員 学校名 大学科 小学科（コース） 募集定員

機械 機械

電気 電気

情報工学 情報工学

建設工学 建設工学

152 152 0

学校名 大学科 小学科（コース） 募集定員 学校名 大学科 小学科（コース） 募集定員

食品システム 38 食品システム 38

緑地デザイン 38 緑地デザイン 38

工業 電子機械 38

家庭 人間環境 38 家庭 人間環境 38

情報 情報科学 38 情報 情報科学 38

190 152 ▲ 38

鳥取湖陵

農業

鳥取湖陵

農業

再編前（令和７年度） 再編後（令和９年度）

鳥取工業 鳥取工業工業 工業152 152

学校名 大学科 小学科（コース） 募集定員 学校名 大学科 小学科（コース） 募集定員

機械 38 機械 38

電気 38 電気 38

情報電子 38 情報電子 38

環境エネルギー 38 環境エネルギー 38

建設（土木、建築） 38 建設（土木、建築） 38

190 190 0

学校名 大学科 小学科（コース） 募集定員 学校名 大学科 小学科（コース） 募集定員

海洋 38 海洋 38

食品・ビジネス 38 食品・ビジネス 38

機械 38 工業 機械 38

電気電子 38

福祉 福祉 38 福祉 福祉 38

190 152 ▲ 38

境港総合技術

水産

境港総合技術

水産

工業

再編前（令和７年度） 再編後（令和９年度）

米子工業 工業 米子工業 工業
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（２）規模の適正化 

①日野高校を１学級減 

再編により、日野郡の豊かな自然環境、地域資源を活かし、地元自治体等地域とのさらなる連携

を進め、より地域に根差した学び、個別最適な深い学びの充実をめざします。また、遠隔システム

を活用した学びを充実し、他の県立高校との連携も進めます。再編実施は令和９年４月１日としま

す。 

 

 

 

 

 

②その他 

今後の中学校卒業者数の推移は、しばらく増減を繰り返し、令和 11 年度以降は断続的に減少し

ます。 

中学校 
卒業年次 

７ ８ ９ 10 

中学校 
卒業者数 

4,892 4,731 4,930 4,650 

増減 
（対前年） 

143 △161 199 △280 

 

中学校 
卒業年次 

11 12 13 14 15 16 17 18 19 

中学校 
卒業者数 

4,772 4,632 4,606 4,460 4,378 4,132 4,051 3,793 3,687 

増減 
（対前年） 

122 △140 △26 △146 △82 △246 △81 △258 △106 

 

そのため、令和７年度から令和 10 年度入試の結果を見て判断し、令和 10 年度中に対象学校につ

いて公表します。再編実施は令和 12 年４月１日を想定しています。 

 

  [東部地区] 

・鳥取東高校、鳥取⻄高校、青谷高校、岩美高校、八頭高校、智頭農林高校の中から１～２学級程

度の募集定員減を検討します。 

  [中部地区] 

・倉吉東高校、倉吉⻄高校、倉吉農業高校、鳥取中央育英高校の中から１～２学級程度の募集定員

減を検討します。 

  [⻄部地区] 

・米子東高校、米子⻄高校、米子高校、境高校の中から１学級程度の募集定員減を検討します。  

 

 

 

 

学校名 大学科 小学科（コース） 募集定員 学校名 大学科 小学科（コース） 募集定員

日野 76 日野 38 ▲ 38総合 総合

再編前（令和７年度） 再編後（令和９年度）
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第３章 前期（令和９年４月 1 日実施分）実施計画 

 

Ⅰ 専門性の高度化                                

鳥取工業高校                                                                             

地元企業との連携による先端技術を活用した学びや教科等横断的な STEAM 教育をとおして、 
優れた技術や創造性を育みます。 

それにより、社会の持続的発展に貢献する「AI 技術を兼ね備えた人材」や 
「地域を支えるものづくり人材」の育成をめざします。 

大学科 小学科（コース） 募集定員 

工業 

機械 

152 
電気 

情報工学 

建設工学 

    152 

 

１ 設置学科 

 ○機械科 

機械についての仕組みや部品設計、材料の加工方法などの学習をとおして、エキスパートとして活

躍できる機械技術者を育成します。 

○電気科 

発電から利用までの電気の基礎の学習をとおして、著しい技術発展に対応できる電気技術者を育成

します。 

○情報工学科 

  コンピュータシステム、プログラミング技術、AI 人工知能等の学習をとおして、新時代に対応でき

る情報技術者を育成します。 

○建設工学科（建築類型・土木類型） 

  まちづくりの知識・技術についての学びをとおして、最新の技術や情報、高度な専門性を身に付け

た建設技術者を育成します。 

 

２ 教育課程の特徴 

○入学後に自分に合った学科を選択します（くくり募集） 

１年次は 4 つの科（機械、電気、情報、建設）の実習等をとおして、工業について幅広く学習しま

す。2 年次からはそれぞれの科で将来の自分の進路に向けて専門性を高め、将来の資格取得や大学

等への進学にも対応する学習ができます。 

○鳥工版 STEAM 教育を推進します 

教科等横断的な学びにより多面的な見方・考え方を学び、「課題研究」を中心とした探究学習によっ

て地域の課題に気付き、ものづくりをとおしてその解決に向けて取り組みます。 

○最先端技術を習得する学びを推進します 

生成 AI、VR ゴーグル、3D プリンタ、モーションキャプチャやドローンなどの先端機器やデジタル

技術を活用し、産業界や研究機関と連携し、社会の様々な課題解決に取り組みます。 
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３ 特色ある学校設定科目（学校独自の学び） 

○プロダクトデザイン（１年） 

「プロダクト（製品）」の意味する「目に見える具体的な物体」ということだけではなく、意識や思

考を含めたデザインが重要との考えから、考え方を学ぶデザイン思考や、発想やイメージ力を培う

アイデアデザイン等を学習します。他の教科と連携し、共通テーマ（例えば防災）について様々な

視点で考え、年度末にはポスターセッションやプレゼンテーションを行います。 

○発展測量Ａ・Ｂ（２年）（※主な対象：建設技術者をめざす生徒） 

実践的・体験的な学習活動をとおして、測量技術を用いた土木工事に必要な資質・能力を身に付け、

測量士補試験合格をめざします。地形測量、写真測量、応用測量について学習します。特に写真測

量では、ドローンで撮影した複数の写真をつなぎ合わせて地形データを測量する作業工程と作業内

容を学びます。 

 

４ 特色ある教育活動 

○デュアルシステム 

３年次に毎週 1 回３か月にわたる長期インターンシップを行います。各科の専門科目に関連の深い

企業での実習をとおして、働くことに対する認識と理解を深めます。 

○スーパー工業士 

AI をはじめとするデジタル技術等の県独自プログラムを２年次の後期から 1 年間受講します。一定

の成績を修めた生徒を「スーパー工業士」として県が認定します。高度な生産現場に対応する新し

いものづくりについて学びます。 

○各種技能大会等への出場 

様々な技能大会等に出場し、他校の生徒と技術・技能を競います。練習、大会を通じ、相互に切磋

琢磨することで自らを高める自己鍛錬の場となります。（旋盤作業、電気工事、測量、木材加工、溶

接、ロボット競技、電気自動車、マイコンカー 等） 

 ○テクノボランティア 

地域の高齢者宅を訪問し、これまでの学び（専門性）を活かした簡易な点検や修理、清掃をとおし

て達成感を得たり、技術・技能、コミュニケーション能力の向上をめざしたりします。 

○小中学校への出前授業 

教員や生徒が市内の小中学校に出向き、アクセサリー作り、ドローン体験、金属板に電流を流した

ときに発生する熱を使ったホットケーキ作りや防災に関する体験型授業など、ものづくりへの興味

関心を引き出すような楽しい授業を実施しています。 

〇地域イベントでのＰＲ 

校外でのラジコンカー操作イベントやものづくり体験イベントに参加し、ものづくりの魅力発信を

行っています。クリスマスの時季には若葉台地区にイルミネーションを設置したり津ノ井地区文化

祭には生徒作品を展示したりするなど、本校の取組を地域にＰＲしています。 

 〇インターンシップ 

２年生が５日間、地元企業（製造業、電気通信業、土木建築業、サービス業など）で仕事を体験し

ます。日頃の学習内容が現場でどう活かされ応用されているのかを体感するとともに、先端技術に

触れ、専門知識や技術の基礎・基本の重要性及び資格取得の重要性を認識することができます。ま

た、学校生活で指導している｢５Ｓ｣※、｢あさひ｣※等の実践の場とし、実社会における礼儀、基本

的生活習慣の重要性を知ることができるよい期間となっています。 

※ ５Ｓ…整理・整頓・清掃・清潔・躾 

※ あさひ…あいさつ（挨拶）・さほう（作法）・ひと（人）の話を聞く 
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 〇社会人講師招へいによる授業実施 

作業現場で活躍されている方を講師とし、現場での作業を体験することにより、知識や技術の習得、

最新の情勢や現状を知ることができる充実した時間となっています。 

 〇企業見学 

複数の企業を訪問し、地元にも先端技術や日本一を誇る製品や技術があることや、これらの企業に

従事している先輩方の実践活動を見聞きすることで、社会に果たす役割や勤労の尊さ・意義を理解

します。あわせて職業観・人生観及び将来の社会人としての生き方を学び、進路決定に役立てます。 

〇研修旅行 

県外の特色ある工場や企業、大学への訪問により、普段見ることのできない「ものづくりの世界」

を見学し、新たな発見や将来の進路選択につなげます。また、大手県外企業に引けを取らない地元

企業の技術レベルの高さや特徴を再認識し、将来、地元産業に貢献しようとする意欲を高めます。 

○校内企業説明会 

  昼休憩の時間に生徒対象に企業説明会を実施します。期間中、毎日 2 社ずつ来校していただき、学

年を問わず興味のある生徒が参加できます。各社の事業内容に加え、社会人としての心構え、本校

卒業生の様子などを伝えていただくことで、進路選択の大きな判断材料となっています。 

〇鳥工テック 

学校祭（鳥工祭）への来場者（地域、保護者、小中学生等）を対象に、「ものづくり体験」をとおし

て、ものづくりや実験の楽しさを体感してもらうとともに、展示等により各科での教育内容に触れ

てもらう機会としています。生徒が直接来場者に説明することにより達成感や充実感を感じること

ができ、その後の学習意欲に向上が見られます。 

 〇課題研究発表会 

3 年生が１年間取り組んだ研究内容・成果を地域、地元企業、保護者、学校関係者の方に知ってい

ただくための発表の場です。発表をとおして、学習した技術・技能の成果をアピールすることで「工

業教育」の魅力を再認識するとともに、プレゼンテーション力向上の機会となっています。 

 

５ その他（部活動等） 

  運動部、文化部の部活動に加え、技術研究部、電子技術部、機械同好会、制御情報同好会、建設工

学同好会など工学系の部活動があり、全国大会での上位入賞をめざしています。 

 

６ 取得をめざす資格・検定 

学習をとおして習得した知識・技術が合格水準に到達していることを証明でき、就職・進学に向け

てアピールすることができます。 

[特徴的な資格・検定] 

小学科 資格・検定名 備考 

機械科 技能検定３級（旋盤作業） 普通旋盤を用いた基本操作や加工技術を習得し、
安全に作業できる能力を証明する国家資格 

電気科 第二種電気工事士 600V 以下（屋内電気工事）の低圧電気工作物の工
事を安全かつ適切に行うための技術と知識を習
得していることを証明する国家試験 

情報工学科 基本情報技術者試験 IT を活かしたサービスや製品、システム、ソフト
ウェアを作る人材に必要な基本的な知識と技能
を確かめる国家資格 

建設工学科 測量士補 測量士は測量の計画立案や実行の責任者、測量士
補は測量士の指示の下、測量業務を補助する知識
と技能を確かめる国家資格 
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その他、以下のような資格・検定等もめざせます。 

小学科 資格・検定名 

全科共通 計算技術検定 

情報技術検定 

危険物取扱者 

機械科 技能検定３級（機械検査） 

技能検定３級（機械保全） 

基礎製図検定 

機械製図検定 

初級ＣＡＤ検定 

品質管理検定 

ガス溶接技能講習 

電気科 

 

第一種電気工事士 

電気主任技術者（三種） 

電気工事施工管理者 2 級 

消防設備士（甲種） 

情報工学科 

 

技能検定３級（シーケンス制御） 

技能検定３級（電子機器組立） 

基礎製図検定 

初級ＣＡＤ検定 

ＩＴパスポート 

建設工学科 2 級土木施工管理技士補 

2 級建築施工管理技士補 

技能検定 3 級（建築大工） 

建築ＣＡＤ検定 

色彩検定 

火薬類取扱保安責任者 

 

７ 進路 

○進学 ４年制大学工学部、工業系短期大学、専門学校 等 

○就職 県内・県外企業（機械系、電気・電子系、建設系 等）、公務員 等 

 

８ 施設設備整備計画 

 ・ドローン等最先端技術を活用した学びに対応できるよう、施設改修を検討します。 

・実社会において活用されている最先端設備の導入を検討します。 
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米子工業高校                                    

地域の産業界と連携し、地域を教材とした利用者の視点で「ものづくり」を学ぶとともに、 
その知識と技術を常識にとらわれることなく活用する学びを実施します。 

それにより、新しいものを創り出す技術革新の感覚を育成し、 
持続可能な地域社会を創る人材の育成をめざします。 

大学科 小学科（コース） 募集定員 

工業 

機械 38 

電気 38 

情報電子 38 

環境エネルギー 38 

建設（土木） 19 

建設（建築） 19 

    190 

 

１ 設置学科 

○機械科 

  金属加工を中心としたものづくりや設計製図、機械制御についての学びをとおして、機械に関する

幅広い知識や技術をもち、高い技術を身に付けた機械技術者を育成します。 

○電気科 

  電気を安全に供給し有効活用する技術についての学びをとおして、電気に関する新たな課題を解決

する電気技術者を育成します。 

○情報電子科 

  プログラミング、IoT など情報技術全般や電子回路などの電子技術についての幅広い学びをとおし

て、電子情報分野で活躍できる情報技術者を育成します。 

〇環境エネルギー科 

  山陰地方で化学を専門に学ぶ唯一の科です。電気・電子の基礎、環境化学やエネルギー管理につい

ての化学専門の学びをとおして、環境を大切にする現代社会のニーズにあった人材を育成します。 

○建設科（土木） 

  測量や設計、施工技術についての学びをとおして、都市基盤に関わる土木技術者を育成します。 

○建設科（建築） 

建築物に関わる設計、製図、木材加工等についての学びをとおして、居住環境に関する幅広い知識

を持った建築技術者を育成します。 

 

２ 教育課程の特徴 

○産業界や地域人材と連携した技術講習や資格指導を推進します 

プロから実技指導を受けることで、技能レベルの向上や資格試験の合格を実現します。 

○防災・減災に関するものづくりについて学びます 

お湯で発電する装置の製作や太陽電池を利用した移動式充電装置の製作、泥水の浄化、ドローン実

習等をとおして、専門の学びを防災・減災に活かします。 

○充実した設備により最先端技術を習得する学びを推進します。 

最新のデジタル機材等の教育環境により、AI やデータサイエンスなどの技術を取り入れた授業を行

います。 
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３ 特色ある学校設定科目等（学校独自の学び） 

専門性を高め、将来の資格取得や大学等への進学につながる学習に対応します。 

○環境エネルギー（環境エネルギー科） 

２・３年次にリサイクルの仕組みや大気・水質汚染を防ぐ技術を実験により学習することで、化学

の技術で「地球を守るために何ができるか」を学びます。その学びから環境に配慮した洗剤やプラ

スチックの代わりになる素材の開発など、新しいアイデアによる環境に優しい製品作りを考えます。 

○測量応用（建設科土木コース） 

１年次に学んだ測量について、写真測量、地形測量、路線測量などを中心に取り組み、個別の専門

的な測量について実践的な演習も行いながら学びを深めます。 

○土木設計演習（建設科土木コース） 

土木構造設計、土木基盤力学、土木施工、測量など１・２年次に学んだ土木の専門科目の内容につ

いて、演習を行いながら学びを深めます。 

○建築構造応用（建設科建築コース） 

１年次に学んだ建築構造について、鉄筋コンクリート構造、鋼構造を中心に学びます。また、建築

物の構造に関する課題を見いだし、解決策を考え、科学的根拠に基づき結果を検証できるよう、学

びを深めます。 

○建築構造設計応用（建設科建築コース） 

３年次に部材の性質と応力度、不静定構造物の部材に生じる力、構造設計の考え方を中心に演習を

行いながら学びます。 

○小論文 

工業学科における探究活動等の学びを大学等進学先での学びにつなげることを視野に入れ、小論文

を書く上での文章の要約や情報収集の仕方、必要となる視点を学習します。 

○実践英語 

読解及び文法知識を活用した作文を重点的に行います。「書く」事を中心とした活動では、読み手や

目的に応じて簡潔に書く活動を行います。また、大学などの入学試験や英語の検定試験などで用い

られる表現を含む英文や、工業における製造や研究開発に関連した英文も題材にします。 

○発展英語 

日常的な話題、物語、評伝、説明、雑誌や新聞の記事などの長文の読解を行います。さらにその内

容をもとにリスニングによる内容理解や、工業学科における学びを題材としたテーマを取り上げる

などして、学習した文法やフレーズなどを利用した作文などを行います。 

 

４ 特色ある教育活動 

○企業見学 

１年次に地元の企業を見学し、職業への理解を深め、自分にあった仕事とは何かを考えるきっかけ

にするなど、未来と日頃の学びを結びつける機会としています。 

○地元企業説明会 

地元企業に勤務する卒業生や人事担当者から、直接「現場の声」を聞くことができる機会として１・

２年生を対象に開催します。このことにより、地元にどのような企業があるのか、また働く上で必

要になることを学びます。 

○卒業生による進路講演会 

１・２年生を対象に、各科の卒業生から選ばれた若手社会人が在校生に向けて講演を行います。生

徒と年代が近いため、より自分事として捉えることができ、また学校生活のヒントを得られます。 
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○研修旅行 

2 年次に２泊３日で山陽・関⻄方面の企業等を訪問し、地元にはない大規模あるいは専門性の高い

施設・設備を見学します。 

○インターンシップ 

2 年次に地元の企業で３日間のインターンシップを実施し、職業人としての体験や社会の規律を学

び、学校での学びを社会と結びつける機会としています。 

○スーパー工業士 

AIをはじめとするデジタル技術等の県独自プログラムを２年次の後期から１年間受講します。一定

の成績を修めた生徒を「スーパー工業士」として県が認定します。高度な生産現場に対応する新し

いものづくりについて学びます。 

○キャリアアドバイザーによる「放課後キャリア塾」 

ものづくり人材としての将来の在り方や進路について考えるセミナーをキャリアアドバイザーが

放課後に２・3 年生を対象として開催し、自己理解、職業理解を深めます。 

○３年生進路講演会 

卒業を控えた３年生を対象として、新生活の不安感を解消し、社会人としての自立を促すよう、キ

ャリア教育の経験豊富な講師による進路講演会を実施します。 

○高校生ものづくりコンテスト、ジャパンマイコンカーラリー等各種大会への参加 

各種大会への出場に向け、部活動や３年次の課題研究を活かし、練習や研究に励んで、技能を磨き、

全国大会にも出場しています。 

○産業界や地域人材と連携した技術講習や資格指導 

現場実践豊富なプロの方々から実技指導を受けるほか、資格指導の経験豊富な地域の方に指導して

いただくことで技能レベルの向上や資格試験の合格を実現します。 

○学校祭の一般公開 

毎年秋に開催しており、模擬店、クラスごとの催し、文化部展示、工業科展示・体験、執行部企画

イベント、各業界による体験ブースなどを企画し、多くの来場者を迎え入れています。 

 

５ その他（校内指導体制） 

  工業学科の教職員には企業経験者が多く、現場での実践や製品開発に携わった経験を活かした指導

を行っています。このことにより、教科書レベルを超えた機器や工具の高度な操作スキルの習得が可

能となるなど、生徒の実態に則した細かな指導により、生徒のものづくりへの興味・関心を引き出し

ます。 

 

６ 取得をめざす資格・検定 

学習をとおして習得した知識・技術が合格水準に到達していることを証明でき、就職・進学に向け

てアピールすることができます。 

[特徴的な資格・検定] 
小学科 資格・検定名 備考 

機械科 ２・３級機械加工技
能士（普通旋盤作業） 

普通旋盤を使いこなす技能を証明する国家資格です。
金属などの素材を回転させながら、刃物で削り、図面
通りの部品を製作する知識と技能が評価されます。 

電気科 第一種電気工事士 一般用電気工作物（低圧（600V 以下）で受電する電
気設備）だけでなく、最大電力 500kW 未満の自家用
電気工作物の電気工事も施工できる国家資格です。第
二種電気工事士の上位資格です。 
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情報電子科 基本情報技術者 システムエンジニア、プログラマーなど、IT エンジニ
アに必要な基本的な知識・技能を証明する国家試験で
す。IT パスポートより上位の資格です。 

環境エネルギー科 公害防止管理者水質
関係第 4 種 

水質関係有害物質排出施設以外の汚水等排出施設で、
1 日あたり 1,000 立方メートル以上 1 万立方メートル
未満の排出水量の工場において、水質汚染防止に関わ
る業務を担う資格です。 

建設科 
(土木コース) 

２級土木施工管理技
士補 

土木工事現場で施工管理技士を補佐する役割を担い
ます。補佐として実地での経験を積むことができま
す。 

建設科 
(建築コース) 

２級建築施工管理技
士補 

２級建築施工管理技術検定の第一次検定に合格した 
人に与えられる資格です。補助的な業務に携わり、３
年以上の実務経験で２級建築施工管理技士の受験資
格を得られます。 

 その他、以下のような資格・検定もめざせます。 

小学科 資格・検定名 

全科共通 乙種危険物取扱者 

計算技術検定 

機械科 ガス溶接技能講習 

基礎製図検定 

機械製図検定 

電気科 第三種電気主任技術者 

第二種電気工事士 

２級電気工事施工管理技術検定(第一次検定) 

工事担任者(アナログ通信) 

工事担任者(デジタル通信) 

消防設備士 

情報電子科 IT パスポート 

環境エネルギー科 第二種電気工事士 

建設科 

(土木コース) 
測量士補 

 

７ 進路 

 ○進学 ４年制大学工学部・情報系学部、工業・情報系短期大学、専門学校 等 

○就職 県内・県外企業（機械系、電力系、建設系 等）、公務員 等 

 

８ 設備整備計画 

 ・より現代社会の課題に即した学びを実践するため、高性能電子顕微鏡や高性能 PC 等の最先端設備

の導入を検討します。 
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Ⅱ 学科を超えた学びの推進（総合選択制高校における学び）                                

 

□総合選択制とは 

・農業や工業、家庭など、異なる専門学科が複数ある学校において、自分が所属する学科の学習

だけでなく、興味・関心に応じて、学科の枠を超え他の学科の学習をしたり共通の学習をした

りすることができることが特徴です。 

・現在は鳥取湖陵高校、倉吉総合産業高校、境港総合技術高校の３校に設置しています。 

 

鳥取湖陵高校                                                                             

県内唯一の情報学科を擁し、ICT 教育を中心に高度な専門知識と技術を習得できる環境で、 
学科を超えた総合選択制による学びを実施します。 

それにより、情報、農業、家庭の各分野で幅広く地域産業に貢献する人材の育成をめざします。 

大学科 小学科（コース） 募集定員 

農業 
食品システム 38 

緑地デザイン 38 

家庭 人間環境 38 

情報 情報科学 38 

    152 

 

１ 設置学科 

■情報学科 

○情報科学科  

コンピュータシステムの構築等、情報に関する幅広い知識と技術を習得することをとおして、高度

情報化社会で活躍する情報技術者を育成します。1 年次から基礎的な学習を行い、2・3 年次には専

門的な内容へと発展させます。情報の各専門教科では、実習を多く取り入れており、知識の習得に

加え、ICT 機器の操作や課題制作等に取り組むことで理解を深めていきます。 

・情報システム類型 

 プログラミングや、ネットワークシステム等の学びをとおして、基礎的なプログラミング実習か

ら応用的なシステム開発まで段階的に取り組みます。卒業までに、アプリケーションを開発する

等、小規模なネットワークを設定できる技術を習得します。 

・コンピュータデザイン類型 

 情報デザインやコンテンツ制作等の学びをとおして、画像編集や映像制作、アニメーションなど

を学びます。授業では作品制作に取り組む時間が多く、学んだ技術を生かしてオリジナルの映像

作品やデザインを発表する機会もあります。卒業までに、映像編集ソフトやグラフィックソフト

を使いこなし、様々なコンテンツを創作するための知識や技術を習得します。 

■農業学科  

○食品システム科 

生産・加工・流通に関する学習をとおして、食品に関する知識と技術を習得するとともに、安全な

ものづくりをとおして、地域に貢献する産業人材を育成します。 1 年次から生産や加工の基礎知

識・技術を学び、 ２年次からは各類型に分かれてより専門的に学習します。 

・生産流通類型 

環境制御温室におけるトマト、イチゴ、メロンの施設園芸実習をとおし、スマート農業技術につ

いて課題を模索しながら学習を深めます。また、露地での各種野菜の栽培実習をとおして、農業
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人材としての基本的な知識・技術の習得をめざします。さらには、JGAP 認証圃場において持続

可能で安心・安全な農業についても学びます。 

・食品科学類型 

福神漬、味噌、パン等の製造実習や流通について、実習をとおして関連産業で活躍できる知識や

技術を習得します。また、鳥取県版 HACCP 認証をとおして、安心・安全な食品衛生管理につい

ても学びます。 

○緑地デザイン科 

 造園やフラワー装飾、植物の栽培管理に関する学びをとおして、花と緑の空間づくりによる心豊か

な生活空間の創造を担う人材を育成します。 

 １年次に、農業の基本である野菜栽培をはじめ、造園・製図・測量・植物バイオテクノロジーなど

を体験的に幅広く学習します。２年次からは各類型に分かれてより専門的に学習します。どちらの

類型も共通して装飾・庭づくりの基礎となる色彩について学習します。３年間をとおして各種検定

試験や競技会に積極的にチャレンジして専門的な知識・技術の習得を確実なものとするとともに、

異校種交流や地域イベントへの参加をとおして、習得した知識・技術を他者に伝える力を養います。 

・環境緑化類型 

２年次には、基礎的な造園施工や設計、樹木管理、測量などについて学習します。３年次には、

それらの知識・技術をより実践的に学習するとともに、緑化活動をとおして地域環境の保全に対

する意識を高めていきます。 

 ・装飾園芸類型 

  ２年次には、草花栽培や室内園芸装飾、基礎的な植物バイオテクノロジーについて学習します。

３年次には、実践的な草花の栽培方法やフラワー装飾について学習し、草花を活用する力を高め

ていきます。また、植物バイオテクノロジーに関する知識・技術を深化させていきます。 

■家庭学科  

○人間環境科 

衣・食・住など家庭に関する様々な理論や技術、福祉や保育、環境・消費者問題など現代社会に必

要な幅広い内容の学習をとおし、心豊かな生活を創造する地域の担い手を育成します。 

１年次では基礎的な学習を行い、２年次から各類型に分かれてより専門的に学習をします。 

・福祉・保育類型 

病院や高齢者・障がい者施設、幼稚園・認定こども園における実習をとおして、福祉・保育に関

する知識、技術を習得します。２年次には食事介助実習、３年次で自立支援実習や保育実習を行

い、コミュニケーション技術を磨いていきます。 

・食物・ファッション類型 

 調理実習や洋服・和服の製作実習をとおして、食生活やファッション産業を担う職業人として必

要な資質・能力を育成します。家庭科技術検定における調理、洋服、和服の１級合格は、三冠王

として検定取得の大きな目標となっています。 

 

２ 教育課程の特徴 

○全ての科で「情報Ⅰ」を履修し、最先端の情報教育を実践します  

情報活用能力を基盤とした各専門学科に必要な知識や技術を身に付けます。  

○多様な進路に応じた学びが選択できます  

他学科の科目を選択して学習することにより、一人一人の多様な進路実現を可能にします。幅広く

専門性に触れることで新しい価値を生み出すことが可能となります。  
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○学科横断型の学びをおこないます  

異なる学科の生徒が連携して学びます。学科横断型の課題研究をとおし、専門性を活かしつつ、よ

り幅広い知識と柔軟な発想により学びに広がりを持たせます。 

 

３ 特色ある学校設定科目（学校独自の学び）  

○データサイエンス探究  

社会課題（感染症、環境、格差、少子高齢化、天気予報）などを題材に、統計・AI・情報倫理など

の分析力とリテラシーを育成します。  

○シミュレーションプログラミング  

数学や物理のモデルをプログラム化し、シミュレーションで実証します。論理的思考力と応用力を

育成します。  

○デジタル機器を用いた創造活動  

 ３Ｄプリンタ等最新設備を活用した創作体験を行います。デジタルを形にする体験をとおして、創

造力を養います。 

 

４ 特色ある教育活動 

○全科合同課題研究発表会 

 各学科での 1 年間の探究成果を発表し合うことで、学科の枠を超えた学びの共有と相互連携を深め

ています。また、他学科の発表に触れることで、新たな視点を得るとともに、異分野の強みやアプ

ローチを学ぶ貴重な機会となり、学びの幅が一層広がります。 

○湖陵フェスタ 

 地域産業を支える人材育成をめざす専門高校として、各学科の取組や学習内容を地域に積極的に発

信します。体験や展示、販売、模擬店などの活動を通じて、地域の方にも直接参加・体験してもら

うことで地域と連携し、地域貢献を果たすとともに、生徒の学習意欲の向上にも繋がっています。 

○DX による教育の推進 

 県内唯一の情報学科の強みを活かして教育環境の整備と情報教育の充実を図り、デジタル人材の育

成に取り組んでいます。最新の設備導入や公立鳥取環境大学との連携により、生徒の実践的なスキ

ルや課題解決力を育成していきます。 

○スーパー農林水産業士  

企業や農家での長期インターンシップを中心とした職業教育カリキュラムを優秀な成績で修了し

た生徒を鳥取県が認定します。 

 

５ 取得をめざす資格・検定 

学習をとおして習得した知識・技術が合格水準に到達していることを証明でき、就職・進学に向け

てアピールすることができます。 

  [特徴的な資格・検定] 

科 資格・検定名 備考 

情報学科 
（情報科学科） 

基本情報技術者試験 
コンピュータや情報システムの仕組み、IT を活用した課
題解決の考え方など、情報分野の基礎力を身に付けてい
ることを証明する国家資格。 

農業学科 
（食品システム科） 

（緑地デザイン科） 

日本農業技術検定２・３
級 

授業や実習をとおして学んだ農業の知識や技術の修得水
準を客観的に評価する検定。日本農業会議所が主催。 

家庭学科 
（人間環境科） 

全国高等学校家庭科技術
検定（被服製作・食物調
理・保育）1～3 級 

被服製作・食物調理・保育に関する基礎知識と技術の定
着を目的とした検定。1 級被服はジャケットと浴衣、食
物は供応食、保育は音楽、造形表現など。 
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その他、以下のような資格・検定等もめざせます。 

小学科 資格・検定名 

情報科学科 情報処理検定 

情報技術検定 

ビジネス文書実務検定 

IT パスポート試験 

情報セキュリティマネジメント試験 

グラフィックデザイン検定 

Web デザイナー検定 

食品システム科 スーパー農林水産業士 

ビジネス文書実務検定 

バイオ技術者認定試験初級 

FFJ 検定上級 

緑地デザイン科 スーパー農林水産業士 

日本農業技術検定２級・３級 

技能検定（造園）２・３級 

技能検定（園芸装飾）３級 

技能検定（フラワー装飾）３級 

測量士補 

色彩検定２・３級 

バイオ技術者認定試験初級 

FFJ 検定上級 

全商ビジネス文書実務検定 

人間環境科 鳥取県福祉ヘルプメイト 

ビジネス文書実務検定 

 

６ 進路 

 ○進学 ４年制大学農学部・情報系学部、保育・福祉系短期大学、専門学校 等  

○就職 県内・県外企業（造園系、福祉系、情報系 等）、公務員 等 

 

７ 施設設備整備計画 

 ・地域課題解決や新たな価値の創造に挑戦する「湖陵ラボ」の整備を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



22 

 

境港総合技術高校                                                                             

水産、工業、福祉分野における、県内オンリーワンの教育環境のもと、 
スマート教育を推進し、地域の専門家に学び、地域を教材とする多様な教育活動を実施します。 
それにより、地域の産業界におけるスペシャリストやプロフェッショナルの育成をめざします。 

大学科 小学科（コース） 募集定員 

水産 
海洋 38 

食品・ビジネス 38 

工業 機械 38 

福祉 福祉 38 

  152 
 
 

１ 設置学科 

すべての学科において 2 年次から複数の類型に分かれ、２・３年次ではそれぞれの類型に必要な専

門科目・実習を中心に学びます。 

 ■水産学科  

 ○海洋科 

若鳥丸による航海実習などをとおして、海、船、魚のスペシャリストを育成します。 航海実習は原

則２年次におよそ１か月の実習を２回実施します。令和８年度には新しい若鳥丸が竣工予定です。 

・船長類型 

 船舶を安全に航行させるために必要な操船技術や航法、航海計器について学ぶことにより航海士

を育成します。 

・海洋機関類型 

 船のエンジンを安全で効率的に運行するために必要な知識・技術について学ぶことにより、機関

士を育成します。 

・海洋探究類型 

 高等教育機関等と連携した海洋観測や海洋プラスチックごみの調査等、水中ドローンを用いた水

産資源調査等を行います。新しい大学入試に対応できる探究力を身に付けます。 

○食品・ビジネス科 

地元企業と連携した鮮魚や水産加工品販売など、魚食普及活動や商品開発をとおして、地域に貢献

する産業人材を育成します。  

・食品類型 

 地元産物を活用した食品の加工技術の学びをとおして、食品技能検定や HACCP 基本技能検定な

ど専門的資格取得をめざします。 

・ビジネス類型 

 簿記や情報処理等の学びに加え、実習製品の販売等を行います。 

■工業学科  

○機械科 

山陰地方で唯一、在学中に３級自動車整備士の受験資格を取得できる一種養成施設での学びをとお

して、自動車整備士等の機械技術者を育成します。  

・自動車整備類型 

  自動車整備士等の機械技術者を育成し、３年次に３級自動車整備士資格取得をめざします。 

・機械類型 

  旋盤、溶接、レーザー加工機などの操作方法を習得し、実践的なスキルを身に付けます。 
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■福祉学科 

○福祉科  

介護、保育等、福祉に関する様々な実習をとおして、社会に貢献できる福祉人材を育成します。 

  ・介護類型 

介護施設等での実習を３年間でおよそ 60 日間行います。３年次に介護福祉士国家試験合格をめ

ざします。 

   ・こども福祉類型 

幼児教育・保育系への進学も含め、地域の福祉を支える人材の育成をめざします。 

  

２ 教育課程の特徴 

○国家資格の取得につなげます  

山陰地方で唯一自動車整備士の資格が取得できます。また、介護福祉士、海技士など将来につなが

る資格を取得することで地域を支える人材育成につなげます。  

○充実した施設・設備で学べます  

海洋練習船 若鳥丸、食品加工実習棟、自動車整備実習棟、介護実習室など充実した施設での学びを

とおして実践力を養います。さらに海洋データ処理室の整備等も検討し、スマート教育の実施とと

もに、より地域に役立つ研究を推進します。  

○多様な科目から興味のある学びを選択できます  

ダイビング、自動車実習、保育音楽、境のさかななど地域資源を活かした地域に根差した学びを進

めます。 

 

３ 特色ある学校設定科目等（学校独自の学び） 

 ○保育音楽 

ピアノ、ギターの基本を学び、乳幼児に音楽の楽しさを伝える技術を養います。 

 ○スクーバダイビング 

ダイビング機器やダイビング技術等について学び、水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体

的かつ協働的に取り組む態度を養います。 

 ○マリンスタディ 

海洋レジャー、フィッシング、セーリング、船舶の交通ルール、山陰海岸の環境等について学び、

安全に海洋活動を行うための技術を身に付けます。 

 ○境のさかな 

境港の漁業形態や水揚げされる魚介類について学び、鮮度の見方や栄養・料理方法等についての理

解を深めます。 

 ○自動車実習Ａ 

エンジン、動力伝達装置、サスペンション等について理解するとともに整備技術を身に付け、３級

自動車整備士の資格取得をめざします。 

○レクリエーション実習 

実際の保育等の企画・立案・実施をとおして、レクリエーション及び社会福祉の在り方について思

考を深め、子どもや障がい者、高齢者を取り巻く諸課題について関心を持ち、地域交流をとおして、

課題の改善・向上をめざして主体的に取り組もうとする態度を養います。 
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４ 特色ある教育活動 

○キッチンカープロジェクト～境総合見える化計画～  

キッチンカーをとおして、学科を超えた連携や協働学習を実施します。主に機械科がキッチンカー

を製作し、食品・ビジネス科が販売実習を行います。また、福祉科が保育園や高齢者施設等のイベ

ントで活用するほか、海洋科が近海で獲った魚を使い魚食普及活動を行います。  

○専門学科と英語科との探究的な学習の推進  

境港という地の利を生かし、国際クルーズ船で水木しげるロード等を訪れる海外からの観光客に対

して、英語を使っての接客や観光案内、販売実習を行います。ALT と協力して探究的な学習を展開

します。  

○水中ドローンを用いた境総合版ビッグデータの構築  

公立鳥取環境大学、米子工業高等専門学校、地域企業と連携し、水中ドローンを用いて美保湾での

海洋調査を行います。調査データを５年、10 年と蓄積し、データサイエンス学習を展開していきま

す。  

○ｅスポーツを用いた高齢者施設、特別支援学校との交流  

福祉科では、授業等でｅスポーツを学び、それをひとつのツールとして高齢者と交流します。導入

前後で高齢者がどのように変容したかを記録し分析します。また、特別支援学校との交流において

は、特別支援学校の生徒が使いやすいようなコントローラー等を機械科で製作するなど、学科を超

えた連携を図ります。  

○県外生徒及び他地域からの生徒募集   

全国的にも少ない水産学科を中心に、県外及び県内他地域からの生徒を募集していきます。 

 

５ その他（指導体制） 

 ・１年次は共通科目 20～21 時間・専門科目 8 時間、２年次は共通科目 14 時間・専門科目 15～17 時

間、3 年次は共通科目 8～10 時間・専門科目 19～22 時間です。 

 ・教職員による専門教科や資格取得へのサポートが充実しています。 

 

６ 取得をめざす資格・検定 

学習をとおして習得した知識・技術が合格水準に到達していることを証明でき、就職・進学に向け

てアピールすることができます。 

[特徴的な資格・検定] 

小学科 資格・検定名 備考 

海洋科 四級海技士（航海・機関） 船舶職員として必要な資格 

食品・ 
ビジネス科 

HACCP 基本技能検定 食品の安全性を確保するための国際的な基準である
HACCP（危害要因分析・重要管理点）に関する基本的
な知識と技能を評価する検定 

機械科 ３級自動車整備士 自動車整備の達人をめざす為に必要な国家資格 

福祉科 
（介護類型） 

介護福祉士 介護現場の専門的知識・技能を証明する唯一の国家資
格。福祉施設への就職に有利 
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その他、以下のような資格・検定もめざせます。 

小学科 資格・検定名 

海洋科 一級小型船舶操縦士 

第二級海上特殊無線技士 

潜水士 

ダイビングＣカード 

水産海洋技術検定 

漁業技術検定 

エンジン技術検定 

食品・ 
ビジネス科 

水産海洋技術検定 

食品技能検定（1～3 類） 

ビジネス文書実務検定 

情報処理検定 

簿記実務検定 

２級ボイラー技士 

危険物取扱者 

機械科 各種技能士 3 級 

危険物取扱者 

２級ボイラー技士 

ガス溶接技能講習 

小型車両系建設機械運転業務特別教育（フォークリフ
ト 1ｔ未満） 
計算技術検定 

情報技術検定 

作業主任者 

福祉科 介護職員初任者研修 

鳥取県福祉ヘルプメイト 

全国高等学校家庭科技術検定 

ビジネス文書実務検定 

 

７ 進路 

 ○進学 ４年制海洋系大学、福祉系短期大学、専門学校 等  

○就職 県内・県外企業（水産系、海運系、福祉系）、公務員 等 

 

８ 施設設備整備計画 

・水中ドローン等で収集したデータを蓄積し、分析、研究を行うために必要な設備の整備を検討しま

す。 

・海洋調査で捕獲した魚の観察、飼育や、中海のマハゼの研究として稚魚の養殖を行うなど、大型水

槽の設置を検討します。 
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○多様な意⾒に触れ成⻑できます  

県外等から入学した生徒との対話的な学習や、地域との深い関わり、遠隔システムを活用した県内

外の高等教育機関との連携による講演会等の開催や他高校との探究成果の発表・交流会の実施とい

った多様なつながりの中で、様々な意見に触れ、多様性、協働性、寛容性を身に付けます。  

○地域資源を活かした魅力ある学びができます  

地域資源を活かした体験的な学びを進め、各教科・科目における基礎・基本と「社会で生きる力」

を身に付けます。 

地域特有の自然環境を存分に活かした学びを進めます。 

地域の人たちと交流する学びを進めます。 

 

３ 特色ある学校設定科目等（学校独自の学び） 

 ○郷土芸能（１年次～） 

  郷土の伝承芸能について、その歴史や継承していくことの大切さ、またその課題について探究的に

学習するとともに、荒神神楽「八重垣能」の基本的演舞の習得をめざします。 

 ○たたら（１年次～） 

  地域と連携し、日野地域におけるたたら文化について学ぶとともに、高等教育機関等と連携し、た

たら製鉄を科学的に学習します。また、たたらにより製鉄を行った素材を用いて創作活動を行いま

す。 

 ○ミュージックセラピー入門（２年次） 

  音楽の力をとおして、より良い生活をするために歌唱や楽器を用いた簡易伴奏を中心に学習します。

地域における交流活動等で実践的な学びを展開することを想定しています。 

○レクリエーション基礎（３年次） 

  交流学習や実践的な実習、実技指導をとおして、子どもや高齢者との関わり方を学びます。ま

た、集団で協力しながら交流活動を運営します。 

 ○アクア（２年次） 

  私たちの暮らしを支えている水について学びます。（「水と日本文化」「水と地球環境」「水と農業」） 

 ○コンピュータデザイン（３年次） 

  画像処理ソフトウェアを活用して、図形や画像の作成･編集方法を学び、効果的な表現方法を身に

付けます。 

 

４ 特色ある教育活動 

 〇海外実習旅行（２年次） 

海外での販売実習等、海外の企業及び事業所等で実技交流・実習活動を体験します。また、海外の

教育機関等との連携を図り、交流を行います。 

〇ふれあい動物園（２年次～） 

大山トム・ソーヤ牧場と連携し、農業科目「生物活用」における「生物を活用した療法」や「動物

の飼育と活用」等の学びを行います。愛玩動物等とふれあうとともに、小学生や高齢者との交流活

動を企画・運営します。 

〇日野高ショップ（２年次～） 

日野町内の交流拠点であり複合施設である「金持テラス」及び黒坂施設を店舗とし、実習商品等を

地域の方へ販売し、接客をとおして優しさや思いやりの心の育成を図ります。 

〇日野高版デュアルシステム（３年次） 

生徒が教室と各事業所等の実習先を往来することにより、学習内容の深化を図るとともに、コミュ

ニケーション能力やビジネスマナーなどの資質向上を図ります。 



28 

 

〇日野学園との交流学習（２年次～） 

農場において、地元日野学園の生徒とともに田植え、田車押しによる除草、稲刈り、脱穀、栽培の

発表会などをとおして、イネの栽培について学びます。 

〇「健康ゲーム」の活用（２年次～） 

「健康ゲーム指導士」養成講座の開催やゲームをとおして高齢者施設等での交流等、フレイル予防

やレクリエーションについての探究学習を行います。 

〇保育施設、高齢者介護施設での実習（２年次～） 

近隣保育施設、高齢者介護施設での実習を実施します。 

〇「日野のまち "つながり"コンサート」（１年次～） 

地域の音楽団体と合同の合唱講座及び演奏会を実施します。 

〇アウトドア実習（３年次） 

日野郡の恵まれた自然環境を活用し、ラフティング、カヌー等を体験します。 

 

５ 特色ある部活動等 

〇郷土芸能部 

地域の伝承芸能である荒神神楽「八重垣能」の演舞とお囃子の技術を身に付け、全国高等学校総合

文化祭等、各種大会への出場をめざし、日々の練習で技を磨きます。また、地域の祭りや行事等で

演舞を披露し、年間を通じた地域貢献活動に意欲的・積極的に取り組みます。 

〇射撃部 

県外等からの生徒からも人気が高い部活動です。ビームライフル、ビームピストル、エアライフル

の各種競技種目の技術を身に付けるとともに、高い集中力など、精神面も鍛えます。中国地区大会

や全国大会に出場する選手も多く、東京オリンピックに出場したオリンピアンも輩出しています。 

〇日野高合唱団 

音楽部員及び芸術科目「音楽」選択者等により学校独自に構成する合唱団で、鳥取県高等学校総合

音楽会のほか、「日野の町つながりコンサート」等、地域イベントへも参加し、文化活動を通じた地

域交流に意欲的・積極的に取り組みます。 

 

６ 双葉寮（寄宿舎）と特色ある地域活動 

〇双葉寮（寄宿舎） 

主に県外からの入学生徒が入寮し、共同生活、集団生活の中で主体性や協調性を身に付けます。ま

た、自宅を離れ、洗濯や掃除など日常生活に必要なことを自分自身で行い、規則正しい生活を送る

中で、生徒一人一人の自立に向けた成長を促します。 

〇特色ある地域活動 

日野町との連携・協力のもと、日野町配置の日野高校魅力向上コーディネーターをはじめ、多くの

地域住民のサポートにより、入寮生徒は地域における各種行事等へ活躍の場を広げ、自然体験や農

業体験などの体験活動への参加をとおして、さまざまな学びを得ることができます。 

 

双葉寮生参加の主な体験活動等 

春季 日野町長訪問 

夏季 ホタル観賞 ササ巻・朴葉餅作り  

ジャガイモ掘り・カレー作り 根雨神社清掃・しめ縄作り 

ねう祭り・よさこい参加 

秋季 日野町駅伝 カヌー教室 根雨神社祭 

冬季 高尾地区もちつき 双葉寮周辺地域雪かき 
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７ 取得をめざす資格・検定 

学習をとおして習得した知識・技術が合格水準に到達していることを証明でき、就職・進学に向け

てアピールすることができます。 

[特徴的な資格・検定] 

資格・検定名 備考 

全商検定 

 

 

商業教科の習熟度を測る検定。 

上位級の取得により、大学入試等の出願要件を満たしたり、評価の

対象となったリする場合がある。 

小型車両系建設機械運転業務

特別教育 

土木、建設、建築業等の就職に有利。 

介護職員初任者研修修了資格 介護、高齢者福祉施設等への就職に有利。 

その他、以下のような資格・検定等もめざせます。 

危険物取扱者  小型ボイラー取扱資格  フラワー装飾技能士  

ガス溶接 アーク溶接技能 日本農業技術検定 

鳥取県福祉ヘルプメイト 健康ゲーム指導士 全国高等学校家庭科技術検定 

（食物調理・保育） 

 

８ 進路 

○進学 ４年制大学、保育・福祉系短期大学、専門学校 等  

○就職 県内・県外企業（福祉系、宿泊業、食品系）、公務員 等 

 

９ 施設設備計画 

 ・現在、日野校舎、黒坂施設の２か所で学習活動を行っていますが、より効果的、効率的な学習活動

を持続的に継続させるため、２校舎活用の在り方を検討していきます。 
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〔資料２〕平成１０年度以降の学級減の変遷（全日制課程）
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1 DX：デジタル変革。「IT の浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」という

概念。（DigitalTransformation） 

2 Society5.0：サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステム

により、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）。狩猟社会（Society 

1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く新たな社会。 

3 SDGs：持続可能な開発目標。2015 年 9 月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続

可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された、2030 年までに持続可能でよりよい世界をめざ

す国際目標。（SustainableDevelopment Goals） 


